
広島城 

ここでは、被害と加害を学ぶ。 

 

被爆ユーカリ 

広島城には、５本の被爆樹木がある。そのうちの１本。被爆後に移された写真にも載って

いる。ここは、爆心地から７４０メートルの距離。 

 

１９７１年の台風によって、幹の途中で折れたがその後、新しい芽が出て現在の形になっ

ている。 

よく見ると、爆心地の側に大きな傷が今も残っている。本来ユーカリの木は、真っすぐに

伸びる木だが、このように枝が大きく曲がっている。これも被爆の影響と思えるが、はっ

きりはしていない。 

現在、広島市が登録している被爆樹木は、１６０本。概ね２ｋｍ以内で被爆した樹木。 

 

 

 



マルバヤナギ 

爆心地から７４０メートル。被爆による傷が原因で幹が空洞になっていますが、樹勢回復

措置の結果、元気になりつつある。 

ユーカリもマルバヤナギも残っているのはこの木だけ。 

 

中御門 

この石垣には、被爆の痕跡が多く残っている。現在は、修復されているが、被爆直後の写

真を見ると、左側石垣の右端が大きく壊れていることが分かる。両石垣によって狭くなっ

ているため、爆風の威力が増したため、端の部分に被害が出たものと思われる。 

さらに左右の石垣をよく見ると、赤く焼けた跡が残っているのが確認できる。被爆当時、

ここにあった中御門の火災によって赤くなったといわれている。 

 

  



中国軍官司令部通信・作戦室 

昭和１９年に、将校のための防空壕として建設されたが、被爆時は、中国軍官司令部通信・

作戦室として使用されていた。半地下式の鉄筋コンクリートの頑丈のつくりとなっている。 

 

当時は、兵士と共に学徒動員で派遣された比治山高等女学校の３年生９０名が３交代で勤

務していた。 

 

８時には、次の班と交代することになっていたが、朝礼が長引き来なかったため、そのま

ま勤務を続けた。そこの原爆投下。窓から閃光が入り、粉塵がもうもうと舞い上がったと

いわれている。詳細は省略するが、いったん地上に出て、諏訪まじい状態を見た岡さんた

ちは、つながる電話を探し、福山の本部に「広島は全滅した」「新型爆弾にやられた」とい

う第一報を送った。 

その後、本丸上段に上がって同級生を探すと、竹やりを持って倒れている姿を発見した。 

 



大本営跡 

 

広島は、軍都廣島といわれる軍隊のまちであった。被害だけでなく、加害の面を忘れては

ならない。広島が軍都となったのは、日清戦争がきっかけである。 

明治維新後、日本が行った初めての本格的な外国との戦争が、日清戦争である。日清戦争

が始まる前、広島は宇品港と山陽鉄道の二つの交通インフラが整備されていたため、日清

戦争の前線基地となった。 

１８９４年８月１日に日清戦争が開始され、９月８日に広島城に最高戦争指導機関である

大本営を置くことが決まり、９月１５日には、明治天皇が広島に到着し、翌年講和条約が

締結された後の４月２７日まで、ここに作られた大本営で指揮を執ることになる。 

 



 

同時に１０月１８日には、この広島に建設された帝国議会仮議場で、臨時議会が開催され

軍事予算が成立する。まさに広島は、臨時首都になった。広島だけのことである。 

全国から集まった兵士は、宇品港から朝鮮半島に派遣され、そのために日清戦争開始直後

には、物資輸送のため広島駅から宇品港の５．９キロにわずか１７日間の突貫工事で、宇

品線が開通する。その後、この宇品線沿線には、軍の施設が次々と作られていくことにな

る。また日清戦争後、提案からわずか３年という異例の速さで上水道が完成する。 

日清戦争終結後も、この大本営は、保存されていたが、原爆で跡形もなく破壊され、今は、

礎石のみが残っている。戦後、一時復元を求める運動もあったが、市民の反対の声で阻止

している。 

 

  



袋町小学校平和資料館 

 

爆心地から 460 メートルの位置にある広島市立袋町小学校(当時袋町国民学校)も原爆によ

って大きな被害を受けた。木造校舎はすべて倒壊・全焼したが、昭和１２年に完成し、唯

一鉄筋コンクリート造だった西校舎だけが外郭のみ原型をとどめ、避難場所や救護所とし

て、児童・教職員や地域の人々の安否を尋ねる場となった。燃える物はすべて焼失し、残

っているのは、真っ黒に煤けたコンクリートの壁と床に散らばるわずかなチョーク。人々

はこのチョークで煤けた壁に「伝言」を記した。学校は昭和２１年６月に授業が再開され

るのですが、黒い壁が塗りなおされたため、「伝言」は、黒板の裏にかくれ、あるいは漆

喰で覆われたため、目にすることはなくなった。校舎の老朽化のため２００２年に建て替

えることになった時、漆喰や黒板をはがした後から、この伝言がそのまま出てきたため、

当初全部解体する余地であったが、西校舎の一部を保存し、２００２年４月「袋町小学校

平和資料館」として開館し、活用されている。活用することとなった。 

子どもたちの被災状況は、当時、どの学校もそうであったが、多くの児童は集団疎開や縁

故疎開により遠くに移住していたため、被災を免れたが、残っていた百余名の児童、そし

て教職員は、校庭にいたため一瞬にして命を失った。生き残ることができた児童は、当時

地下にあった下足箱の傍にいた３人だけだといわれている。その中の一人、当時４年生だ

った友田典弘（つねのり）さんは、その後数奇な運命をたどることになる。原爆孤児とな

った友田さんが、飲まず食わずの３日間を過ごした後、自宅に下宿していた朝鮮半島出身

の金山さん偶然出会い、金山さんの助けを借りて生き延びる。その後故郷に帰る金山さん

に同行し、朝鮮半島に渡り、商船戦争を体験することになる。１９５８年出し続けた手紙

が、広島市役所に届き、その後紆余曲折があったが、１９６０年６月１８日帰国すること

ができた。 

  



広島陸軍被服支廠 

 

この建物は、現存する被爆建物のうち最大の建造物である。長く続く壮大なスケールを見

る。 

爆心地から、２．６７キロメートルがあった。 

 

被爆時に爆風によって変形した鉄とビラから、今も原爆の威力を示している。 

今日は、構内に入れませんが、内側の写真です。 

 



この建物からは、被爆建物というだけでなく、多くのことを学ぶことができる。 

軍都廣島としての役割である。日清戦争後、多くの軍関係の施設が、建設されたが、この

建物もその一つである。 

現存する建物は、４棟の倉庫だけであるが、当時は多くの木造の建物が立ち、軍服や軍靴

など武器以外の兵隊に必要な諸物資が製造され、戦地へと送り出された。侵略戦争に大き

な役割を果たしてきた。現在残っている建物を見るだけでも、軍都廣島のスケールを感じ

ることができる。 

被爆時は、この倉庫は、救護所として活用され、避難してきた多くの被爆者がここで息

を引き取った。 

 

そして戦後すぐには、学校の教室として使用された。のちに学校校舎へと引き継が

れ、現在二つの高校がここにある。 

その後、１９５６年ころから北側の３棟は日通の倉庫や広島大学の学生寮として使

用されたが、１９９５年ころ使用が停止された。活用されたが、現在では使用され

ていない。 

また、建築物としても、外観はレンガ造りのようになっているが、内部は鉄筋コン

クリート造りとなっており、日本最古級の鉄筋コンクリート造りの建物として、建

築学会からも大きく評価されている。 



 

昨年１２月広島県が、県が所有する３棟のうち１棟のみ保存して他は解体するとの方針を

発表したため、被爆者や市民から保存を求める声が上がり、現在協議中となっている。原

水禁も１月に保存を求める要望書を提出した。 

侵略戦争の歴史を語り、被爆体験を語り、戦後の復興の歴史を語ることを出来る貴重な建

物であり、被爆したその場所で実感することができるので、絶対に保存すべきである。 

 

 


